
「物の豊かさから心
の豊さへ」と社会の
流れは変わってきま

した。心の豊かさは国レベルでなく、
もっと身近なところで追求されるもの
です。だからこそ、地域社会の役割は
重要なのだと思います。
ところが、中央集権に長く依存した

結果、かつての地域社会を成り立たせ
ていた「自立・自助・互助」の精神は
すっかり失われてしまいました。自分
たちでできることは他人に依存しな
い、「自分たちのまちのことは、自分
たちの責任で、自分たちで決めていこ
う」という「地方自治の本旨」こそ、
今、改めて考え直すべきことではない
でしょうか。

「国依存のまちづく
りから脱却し、自分
たちのことは自分た

ちの責任で自主的に行う」という問題
意識が高まったからこそ、「中央集権
から地方分権へ」という改革の必要性
が叫ばれたのだと思います。
私たちのまちにとって「地方分権」

を確立させてゆく運動は、まちの個性
と自立性を取り戻すまちづくり運動に
他ならないはずですし、そうするため
には「住民参加」が不可欠だと思うの
です。

行政がいかにまちづ
くりに熱心でも、住
民が無関心であれば

よいまちづくりは進みません。まちづ
くりを進めるためには、住民の積極的
な参加と、「対抗・隷属する住民から、
自立し協働する住民へ」という、住民
と行政の新しい関係づくりが必要にな
ってくるのではないでしょうか。

現在国の施策とし
て、地方分権に伴う
権限委譲の受皿とな

る市町村合併に大きく焦点を当てられ
たことは、言うまでもありません。
市町村合併というのは、効率性や経

済性の向上ということだけではなく、
いかにすればよりよい自治が実現でき
るのかという視点が大切なのではない

でしょうか。こうした視点に立って、
さまざまな課題を克服しながら、単な
る行政機構の再編ではなく、地域住民
も参画して、地域の将来をともに築い
ていく道すじこそが「広域まちづくり」
にほかならないと思います。
そういう意味で私たち三原ＪＣは、

はじめに合併ありきではなく、住民と
行政とが共に地域の将来を考える中か
ら、ひとつの選択肢として地域再編に
ついて考え、昨年、合併モデルとして
の「小早川市」を提唱しました。

「小早川市」を提唱
されたことによっ
て、竹原ＪＣの中で

も広域合併について、興味をもって話
す機会を持つようになりました。ただ、
住民のなかには、合併したら、「竹原
市はどうなるのか」といった不安、三
原市に吸収されてしまうのでないかと
いう危機感が多分にあります。
私としては、竹原市が活性化できる

という前提で、竹原市の地域性が充分
発揮できる枠組みでの広域合併を考え
る必要があると思います。

東広島市は、西条
町・志和町・高屋町・
八本松町の４町が対

等合併したものです。この東広島市の
合併は、広島大学の移転に伴って都市
の整備を行うというねらいと結びつい

1

しまなみ海道が開通して約一年が経過
した。このゴールデンウィーク期間中、
記念イベントがあちらこちらで行われ、
出かけられた方も沢山おられることで
あろう。▼去年の今頃、この「やっさ
もっさ」でもしまなみ海道開通を取り
上げ、各地域間での取り組み方の違い
について特集を組んだことを思い出す。
実際に尾道や瀬戸田では訪れる人が急
増したそうである。一方、みはらはど
うであろうか。「活気のあるまち」「元
気のあるまち」にしたいのは誰もが望
むことであろうが、では、誰がしてゆ
くのであろうか。やはり行政か、自分
以外の誰かがすることなのか。▼どう
も「まち」となると大きすぎて他人事
のように思えてしまうのか、なかなか
前へ進まない様な気がする。元気で活
気のある家庭や町内、会社や店が集ま
っているのがまちなのだから、自分の
会社や店が「活気がある店」になるに
はどうすれば良いか。「元気のある」自
分の町内や家庭にする為に出来ること
は何かと考えれば具体的な行動を起こ
してゆくことができるのではないだろ
うか。▼「知っていること」と「解る
こと」とは似てはいるが全く別物であ
る。後者には行動が伴う。最初は大変
だろうが一旦、転がり出せば雪だるま
のように周囲を巻き込みながら大きく
膨らんでゆく。まずは自分たちの出来
ることから始めること、行動すること
が肝心であろう。 本紙『やっさもっさ』は、１月から11月まで毎月１回発行し、新聞折り込みを中心に配布しております。

何卒ご愛読ください。 ※やっさもっさは資源保護のため再生紙を利用しています。
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（社）三原青年会議所は、住民主導型の地域再編を考えていく中で、昨年、
合併モデルとしての「小早川市」を提唱しました。
今回、広島空港を取り囲み「明るい豊かなまちづくり」をめざして活動す

る３ＪＣ［（社）竹原青年会議所・（社）東広島青年会議所・（社）三原青年会議
所］の理事長が集い、今後の広域的なまちづくりについて議論いたしました。
さらに、本郷町長、久井町長、瀬戸田町長との対談に続き、「小早川市」

の構成市町村である竹原市（中尾義孝市長）への直撃インタビューを敢行し、
「広域合併」についての意見をお聞きしました。

内海理事長
（三原JC）

内海理事長
（三原JC）

佐渡理事長
（竹原JC）

佐渡理事長
（竹原JC）

佐々木理事長
（東広島JC）

佐々木理事長
（東広島JC）

Check！「小早川市」「広域合併」

今月号の記事
１面　Step up to小早川市～三JC理事長鼎談～
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３面　未来クル通信／「21世紀を担う三原っ子のため
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流！／やっさ祭り
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環境ネットワーク三原は身近な環境
問題を気にしている個人が集まってで
きた団体です。ヤングママから70代
と年齢層も幅広く、中には考えるより
行動が先という人もいます。
活動内容は、地球環境セミナー（地

球村代表の高木義之氏講演会）を開催
したり、学習会やゴミ焼却場の見学会
を経て、自分たちに出来る活動を模索

戦後しばらくの頃は、町内会の青
年団活動が盛んで、大人の相撲大会
としてスタートした糸崎神社の相撲
大会。時代の流れと共に、青年団員
の減少などの理由で相撲大会の開催
が困難になったとの事ですが、「神
社の祭りに相撲大会は必要である」
という強い地域の人々の気持ちか
ら、「子どもの相撲大会」として再
スタートした事がその由縁なのだそ
うです。
昭和31年から今日まで続いてい

る、この「子ども相撲大会」は、神
社のお祭りという事もあってか、今
では学校の先生や地域の大人達が多
数応援に駆けつける、というお話を
伺いました。地域の大人や町内会の
人々、学校の先生が互いに協力し合
って開催されているな…と実感し、
お話を伺ってゆくうちに、昔ながら
の子ども達をとりまく環境に大変興
味を惹かれました。
糸碕には12の町内会があるそう

ですが、12人の町内会長の皆さん
それぞれが、地域のオピニオンリー
ダーとしてしっかりしておられ、強
い連携のもとで町内会の活動が運営
されているそうです。さらに、神社
の祭り…すなわち「伝統行事」であ

るという事が、大きなバックボーン
となって、長い間地域をあげて盛大
に行われ続けている要因なのかも知
れないと感じました。
この相撲大会には、自然に糸碕地

区のほぼ全ての子どもが参加してい
るため、6年生になるまでに計6回
出場する事になります。そのために
「○○さんのとこの次男坊」といっ
た具合に地域の大人達に向けて、子
どもたちのお披露目的な要素もあ
り、子ども達が中学・高校になって
も、地域の大人達に顔を覚えられて
いやすいとの事でした。子ども自身
も「地域の大人」と意識していると
思われ、「地域で子どもを育てる」
といった、かつて当たり前だった地
域教育が、糸碕地区ではごく自然に
行われているのかも知れません。
私達も地域の大人として今一度、

町内会活動を見直し、「地域で子ど
もを育てる」といった体制作りを再
度始めてみなければならないのかも
知れない…と
感じたインタ
ビ ュ ー で し
た。

しています。昨年はダイオキシンの原
因といわれている塩ビが、どのような
食品包装材に使用されているかを調
べ、小冊子にまとめました。さらに、
市内のスーパー、百貨店で使用されて
いる食品包装用ラップについてもアン
ケートを行い、非塩ビ系ラップに切り
替えるよう提言しました。また、西野
町で麦の栽培をしています。日本は食

糧の多くを輸入に頼っています。中で
も小麦は年間消費量の９％しか生産さ
れておらず、かつては田畑を守り自然
環境を保全する働きをしていた『麦』
をいろんな角度から見直したいという
のがきっかけで始めました。６月収穫
後のうどんやパン作りも楽しみの一つ
です。今後は麦ワラを使って紙漉きや
細工をしていきたいと思い、教えて頂
ける方を探しています。行動を起こし
たいけど一人ではできないと思ってい
る方、連絡して下さい。地球環境の危
機を自分たちの問題として考え、どう
暮らす（衣食住）べきか提案していき
ましょう。

去る、４月27日（木）今年度初の部長会
が久井町で27名の出席のもと開催されま
した。旧年度決算・新年度予算、そして新
役員について協議の後、各町商工会青年部
と三原JCによる活動報告や事業PRを行っ
た。前甲山町商工会青年部部長の「広域ま
ちづくりについて勉強してゆきたい。」等、
活発な発言が交わされました。今後、三原
JCとしては合併に関する住民アンケート
実施について協力体制をとり共同で活動し
て行く方向で検討してまいります。

昨年末に三原市民4,990人に、
第４次三原市長期総合計画に

関するアンケートを行いましたが、こ
のアンケートは審議会の中でどの様な
部分を占めるのですか。

アンケートは市民全体の傾向
を掴むための設問ですから、

アンケートが全て市民の意見とは考え
ておりません。もちろん、十分加味し
て審議会の中で協議しております。

第３次三原市長期総合計画の
中の計画推進の為に、「新市

民運動の展開」とありますが、
まさに私達が目指す
「協働のま
ち づ く
り」だと
思います。
第３次計画
より10年間で
どの様な施策
で取り組まれて
来られましたか。

市民運動
と い う の

は、自主自立的なこ
とだと思います。行
政側からすれば、「広
報みはら」などを発行
し、公聴広報を行ってき
ましたし、情報公開制度
を創り、市政の情報・自分
に関する行政情報だけでな
く、一般的な行政施策など行
政が計画している事を、知りたい時に
知る事ができるシステムづくりを推進
して来ました。ご存知だと思いますが、
第４次三原市長期総合計画の審議会委
員も、市民側へ呼びかけをして今まで
と違った市民参加のシステムを推進し
て来ました。
特に変わった事と言えば、審議会へ

の女性の参加ですね。今までは女性の
活動団体が少なく、参加者が少数でし
たが、ここ10年で女性のまちづくりに
関する活動団体の増加に伴い、女性の
参加者が増えたことが変化の１つです。

「新市民運動」を推進して来
られ、一般市民の参加意識は

どう変わって来たと感じられますか。
市民側からは、自分達のまち
について考える機運が出て来

たのではないかと思います。これは行
政側から導いたわけではありません
し、自発的に盛り上がったのではない
かと思います。例えば、１つの計画に
しても、「これは行政と共に行った方

が良いのではないか」、「こ
れは自分達で行った方が良
いのではないか」と行政
からの情報を利用した
り、直接行政を利用し、
まちづくりをしてゆく
様になったと感じます。

本年度は、まちづ
くり団体へ財政面
等の支援の予算が
つきました。現
在どの様な形で
実行するか検
討中ですが、
市民が活動
しやすい場
づくりを
支援して
ゆ こ う
と考えて

おります。
第３次三原市長期
総合計画の積み残

しの中で、これからの施策の中に「協
働」をどの様に取り込んでゆけば、よ
り良い「みはら」になってゆくと思い
ますか。

実際にハード・ソフトとも造
ってゆくという役割としては

行政がほとんどですが、使う側は市民
がほとんどだと思います。使う側と造
る側との「協働」という形に進んでゆ
かないと、良いものは出来ないし、満
足したものが出来てこないと思いま
す。その為には、行政側が市民の方を
向く事も大事ですが、市民側も計画に
対しての意見を行政へ積極的に投げか
ける事が必要だと思います。

今回の取材で、行政側の「まちづくりに対する市民の受け皿」への意欲が
十分伝わって来ました。後は我々「みはら市民」がどう行動してゆくのかで
はないでしょうか。来るべき新世紀へ向けて「みはら市民」が「新市民」へ
と行動する時、それが“現

い

在
ま

”ではないのでしょうか。

ていました。都市の中心部の建設プロ
ジェクトに伴って合併が推進されてい
るケースと捉えてください。
広域合併では、合併後の市町村のソ

フト・ハードの両面を含めたまちづく
り全般のマスタープランを考えるべき
であり、合併してどのようなまちをつ
くるのかということまで考えていかな
ければなりません。

豊田郡本郷町に広島
空港が開港して６年
が過ぎました。空港

に繋がる山陽自動車道が整備され、そ
して現在工事中の広島県北部からのフ
ルーツロード、これらは、広島空港の
拠点性を高め、地域間の交流と各地域
の開発を進めるなど、地域の活性化に
貢献する基盤整備であると思います。
私たちは、広島空港を取り囲む竹原

市、東広島市、三原市の青年会議所と
して、「LINK FORUM」（注：参照）
を発会して交流を重ねておりますが、
市町村の広域化が地域主権時代のまち
づくりに必須の課題である以上、今後
も空港を核とした広域的なまちづくり
をめざして、一緒に活動する必要があ
るのではないでしょうか。

県内で西は広島市、
東は福山市が中心に
経済圏域でまとまっ

ています。「なぜ空港が本郷町に」と考
えた時に、県の中央部が空洞化してい
る状況の中で、県中央部としてひとつ
の経済圏を確立させる、その辺りにね
らいがあったのではないかと思います。
地域主権をめざした広域まちづくり

は、成熟社会を迎えたわが国が、地域
の個性を生かして自己責任によるまち
づくりを行うということであって、そ
の地域の個性ということを考えた時
に、竹原市・東広島市・三原市にとっ
て、広島空港は重要なキーとなること
は間違いないでしょう。

広島空港を取り囲ん
だ、本郷町・竹原市・
東広島市・三原市が

より密接になったまちづくりを議論す
る必要があると思います。
私たち三つの青年会議所は、地域住

民、ボランティア、民間企業などの多
様な主体の「参加」と、空港を核とし
て、都道府県や市町村という旧来の行
政枠を超えた地域間の「連携」によっ
て、これからのまちづくりを進めてい
かなければならないと思います。

県からの指針がまだ出ていない。そ
れまでは白紙でと考えている。ただ、
合併はとても大変な作業だ。やるので
あれば中途半端なものでなく、将来を
見据えたメリットのあるものにすべき
だと思う。そのためには、地方分権社
会における地方自治が確立できる都市
づくりが必要だろう。
また、その中に、なるべく多くの顔

を持つことも必要だと思う。そうする
ことで、都市内の各地域の特色を生か
したまちづくりが出来るのではないか。

歴史的に見て非常に面白い提案だと

思う。竹原も小早川の町として発展し
た歴史的経緯があるので興味深く拝見
させてもらった。まちづくりにおいて
歴史は重要な要素だ。
しかし、合併は住民の夢づくりだと

私は考えている。そういう意味では残
念ながらやや弱いのではないか。広島
県は現在、広島市と福山市を中心とし
たひょうたん型の発展をしている。
JCさんが夢を語るのであれば、備後
に勝る県内第２の圏域を目指してもら
いたい。小早川市構想に東広島圏域を
加え、広島空港、広島大学といったも
のをまちの要素とすれば、もっと大き
な夢になるのではないか。ぜひ、一考
いただきたい。

（社）三原青年会議所は次世代を担う子供たちの
心豊かな成長を願います！

糸碕っ子には「神社」があり、「くすのき」があり、
そして「相撲」がある。

検証結果から第３次三原市長期総合計画

内海理事長
（三原JC）

佐渡理事長
（竹原JC）

佐々木理事長
（東広島JC）

Check！「空港圏域」

合併に関する市長のお考えを
お聞かせください。

小早川市構想についての
市長のご意見をお聞かせください。

去る5月26日、教育青少年委員会（平野裕輔委員長）では、三位一体
となって子ども相撲大会が開催されているという情報から、糸碕神
社　子供相撲大会会長である下西勝彦氏を訪問しお話を伺いました。
以下はその主な内容です。

去る４月19日（水）、会員拡大研修
委員会（山中隆司委員長）は４月例
会を開催し、如水館高等学校硬式野
球部迫田監督により「野球道を通し
ての自己実現」をテーマとした講演
を行いました。迫田監督は選手とし
てキャプテンとして全国高等学校野
球選手権大会で優勝の経験をされ、
また、監督としても優勝の経験をさ
れた見地から、「目的目標を高く掲げ、
戦略戦術を十分に練って、勝負に望

んでゆくことがいかに重要であるか」
について述べられました。私たち青
年会議所会員は基本理念である「明
るい豊かなまちづくり」のため、目
的目標を見失わず、市民の市民によ
る市民のためのまちづくりがなされ
るよう、一人ひとりが主体的に活動
し、関係諸団体とのコンセンサスを
充分にとって運動を展開してゆくこ
との重要さを確認いたしました。

野球道を通しての
自己実現

４月例会報告

今後、「協働」のまちづくりに
関心を持った市民という意味

でどの様な「三原市民」が理想だと思
いますか。

色々な施策に関心を持つとと
もに、自分の事として捕らえ、

行政として出来ない事や自分達で出来

る事を自分達でやっていくという意識
を持って頂ければ、より良い「三原」
になるのではないでしょうか。行政の
押し付けでなく、市民側からの要求が
出て来る流れになる事が理想ですね。

やっさもっさで毎回お伝えしておりますが、本年度、第４次三原市長期総合
計画が策定されます。10年前に策定された第３次三原市長期総合計画の検証を
基に、第４次は策定してゆかなければなりません。そこで（社）三原青年会議
所広報委員会では、三原市役所企画案にお伺いし、第３次の結果についてお話
を伺いました。
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リサイクルで未来クル懇談会は環境問題に関
心のある団体で構成されています。今回はその
団体の１つである環境ネットワーク三原をご紹
介します。

月例会は第３金曜日 中央公民館にて
連絡先 池田直美 TEL ６６－３３３９

講師　如水館高等学校硬式野球部迫田監督

「環境問
題は

根っこの
部分から

考えたい
ですね」

2000年度広域青年協議会
新旧合同部長会開催される


